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いうことが射程に入っている｡たとえば､相互行為の中で､｢遊び｣が ｢本気のけんか｣に ｢キーイング (keying)｣
































































































































































図2 授業進行中における教授者と学生の ｢大学授業フレー ム｣の調整
を認識せず､敵対してしまう場合である｡例えば､一般教養科目の教授者が､定期試験の合格基準を厳格に設定して
いるが､学生は大学の ｢般教｣の試験など､通すのが当たり前､ と考えている場合である｡この場合､お互いの ｢大
学授業フレーム｣を考え､調節することな く､敵対 してしまうことになる｡
第2は､それぞれの ｢大学授業フレーム｣の差異を認識 しつつ､お互いに調節 し合っている状態である｡例えば､
ある大学授業で､コミュニケーション ･シー トによって､教授者が学生の授業に関する考えを知 り､それに基づいて
持論を展開する一方で､お互いに反省 し､変容 してゆくような場合である｡
第3は､一方の ｢大学授業フレーム｣に他方が飲み込まれる場合である｡例えば､｢大学授業 とは出席 したいものだ
け出席するものだ｣ という教授者の言葉に学生が納得 して､無批判的に従ってしまうような場合である｡
第4は､2者の間に ｢大学授業フレーム｣の差異があるにもかかわらず､それに気づかずに大学授業が進行する状



































は､大学に入学することによって変容させられ (神藤 ･石村､1999;神藤 ･伊藤､2000)､新たな ｢大学授業フレーム｣
へと組み替えられてゆく｡
④ ｢大学授業フレーム｣が導くもの一認知 ･感情 ･動機づけ･行動

















先に述べたように､｢大学授業フレーム｣は､授業の受け方ややり方に関する認知 ･感情 ･動機づけ･行動 (授業形
式面)だけではなく､授業内容に関する認知 ･感情 ･動機づけ･行動 (授業内容面)を規定すると考えられる｡例え
ば､教授者はある内容をある学問体系の中での位置づけをふまえて抽象的に述べ､学生にもそれが伝わっているとい
う経験をする｡






























































｢フレーム｣変換を要求するような ｢フレーム｣を持つとされる､田中毎実 ･京都大学教授の大学授業 (京都大学公開
実験授業)を検討し､まず教授者を中心に手探りの相互行為で何らかの授業の ｢フレーム｣が確立され､そしてある
程度安定した ｢フレーム｣が何らかの契機で突き崩され､再フレーム化が起こる様子を示している｡
また､京都大学一慶鷹義塾大学間でおこなわれた遠隔ゼミ ｢KKJ実践｣について､神藤 ･田口･村上 (2001)は京
大側教授者と慶応側の教授者の授業観の差を分析している｡さらに､神藤 (2000)および神藤 ･田口 (2001)は､運
営がほとんど学生に任されたKKJ実践において､その期間 (半年間)の教員や学生の ｢大学授業フレーム (｢授業
枠｣)｣が変容してゆく過程を検討している｡
｢フレーム｣を扱っていないが､大学における教授に関わる信念や規範､教授過程の感情について扱っている研究が



















































































ション (藤岡､2000)があげられるであろう｡また､学生自らで授業を構築する場 (神藤 ･田口､2001)や､授業や



























































と､｢この授業｣あるいは ｢次におこなう授業｣に関する ｢大学授業フレーム｣といったローカルな ｢大学授業フレー
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を聴いていないのは非常事態だ｣という授業形式面に関する認知 ･感情 ･行動 ･動機づけをもっているが､学生は
｢自分ひとり寝ていても気づかれまい､目立つまい､まして教授者は苦しむことはあるまい｣という授業形式面に関











































































































































































































































































































































授業内容面 誤解､文脈の非共有など - ｢大学授業フレーム｣ - 再説明､
のズレ察知 授業計画の変更 など
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